
　これからの梅雨時期から秋にかけて、大雨や台
風などによる風水害が発生しやすくなります。昨
年７月６日には、記録的な大雨により、牛深地域
を中心に床上浸水４件、床下浸水52件をはじめ、
道路の冠水や土砂崩れ（＝写真）、民家の裏山の崩
壊などの被害が発生しています。
　そこで今号では、風水害から身を守るための備
えについて、考えてみましょう。
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本庁舎の現状と今後の取り組み

質問２：現在の本庁舎の状況についてどのような問題点があると思いますか？（３項目まで回答可）

質問３：新しい庁舎に加えたいものはありますか？（３項目まで回答可）

　回答者の約６割（59.0％）
が「庁舎が分散していて、不便、
わかりにくい」と回答されて
います。次いで、「駐車場が使
いづらい、または足りない」
が45.2％、「課や室の場所がわ
かりづらい」（41.2％）の順と
なっています。

　「郵便局や銀行」が43.7％で
もっとも多く、次いで「市民の
憩いの空間」（33.8％）、「売店・
食堂」（30.2％）、「談話・相談室」
（27.8％）、「イベントや物産展、
朝市などが開ける外部空間
（25.7％）の順となっています。

質問４：これからの庁舎のあり方について、あなたの考え方に近いものはどれですか？
　　　　（３項目まで回答可）

　「防災拠点として、安全・安
心な庁舎」が 44.9％でもっと
も多く、次いで「駐車場や駐
輪場が十分に確保された庁舎」
（41.1％）、「用事が１つの窓口
ですべてすまされる庁舎」
（39.5％）の順となっています。

庁舎が分散していて、不便、わかりにくい

駐車場が使いづらい、または足りないなど

課や室の場所がわかりづらい

高齢者や障がい者、乳幼児などへの配慮（バリアフリー）が十分でない

プライバシーが守られる相談スペースが不足している

市民の待合スペースが不足している

建物が老朽化していて不安である

エレベーターが足りない、古くて遅いなど

その他

無回答
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郵便局や銀行

市民の憩いの空間

売店・食堂

談話・相談室

イベントや物産展・朝市などが開ける外部空間

ミニコンサート等市民の多様な活動に対応できる空間

託児室

その他

無回答
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防災拠点として、安全・安心な庁舎
駐車場や駐輪場が十分に確保された庁舎
用事が1つの窓口ですべてすまされる庁舎

誰もが安心して便利に使えるように配慮された庁舎（ユニバーサルデザイン）
建設費や維持管理費を抑えた庁舎

環境（省エネルギー、省資源）に配慮された庁舎
将来の利用者ニーズの変化にも柔軟に対応できる自由度の高い庁舎

市民の交流やイベント等が行える空間の充実した庁舎
市民の待合室などが広く充実した庁舎
周辺の景観と調和した外観を持つ庁舎

園庭などの緑地や、壁面緑化、屋上緑化などが十分に取れた庁舎
その他
無回答
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